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臨時号

　

県
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
後
初
の
議
会
で
あ

る
５
月
臨
時
会
が
５
月
17
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、ま
ず
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
を

行
い
、長
津
光
三
郎
議
員
が
議
長
に
、帆
苅
謙
治

議
員
が
副
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
各
常
任
委

員
会
の
委
員
と
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、４
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、委
員
と
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

新
潟
県
議
会
第
85
代
議
長
に
就
任
し
、そ
の
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
の
新
潟
県
は
、地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い

市
町
村
合
併
が
進
み
、と
り
わ
け
、政
令
指
定
都
市

「
新
潟
市
」の
誕
生
に
よ
り
、県
は
未
だ
か
つ
て
な
い

取
組
を
行
う
こ
と
に
な
り
、歴
史
的
な
節
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が
急
が

れ
つ
つ
も
、県
財
政
が
ひ
っ
迫
す
る
な
ど
、極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、県
議
会
が
、県
民
の
多
様
な
要

望
に
応
え
、県
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
た
め
に
は
、活

発
な
議
論
を
展
開
し
、公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営

が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
民
が
等
し
く
豊
か
さ
と
安
心
を
実
感
で
き
る

新
潟
県
を
目
指
し
、精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
、県
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

こ
の
た
び
、新
潟
県
議
会
副
議
長
と
い
う
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
職
務
に
就

い
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、地
方
分
権
の
進
展
に

伴
う
市
町
村
と
県
と
の
関
係
、少
子
化
等
々
、本
県

に
は
諸
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
、県
議
会
が
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
べ
き

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
議
会
に
お
い
て
充
実
し
た
議
論
が
行
わ
れ
、県
政

が
進
展
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、県
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

５
月
臨
時
会
の
概
要

新潟県議会議員の紹介（郡市名は選挙区、党会派名の右側の円内数字は当選回数）

小野　峯生
（自由民主党）⑤

＜岩船郡＞

三林　碩郎
（自由民主党）⑤

＜新潟市北区＞

石塚　　健
（民主にいがた）①

渡辺　惇夫
（自由民主党）⑥

＜新潟市東区＞

市川　政広
（民主にいがた）④

小島　　隆
（自由民主党）①

＜新潟市中央区＞

進　直一郎
（民主にいがた）①

志田　邦男
（公明党）④

佐藤　　純
（自由民主党）②

＜新潟市江南区＞

小林　一大
（自由民主党）①

＜新潟市秋葉区＞

内山　五郎
（民主にいがた）②

小野　　忍
（自由民主党）④

＜新潟市南区＞

中原　八一
（自由民主党）④

＜新潟市西区＞

大渕　　健
（民主にいがた）②

青木太一郎
（無所属）④

佐藤　莞爾
（自由民主党）③

＜新潟市西蒲区＞

星野伊佐夫
（自由民主党）⑨

＜長岡市三島郡＞

柄沢　正三
（自由民主党）④

西川　洋吉
（自由民主党）②

佐藤　信幸
（民主にいがた）④

竹島　良子
（日本共産党）①

松川キヌヨ
（無所属）③

小林　林一
（自由民主党）②

＜上越市＞

楡井　辰雄
（自由民主党）①

市村　孝一
（自由民主党）①

梅谷　　守
（民主にいがた）①

小山　芳元
(社会民主県民連合）④

佐藤　卓之
（自由民主党）①

＜三条市＞

竹山　昭二
（民主にいがた）③

三富　佳一
（自由民主党）⑧

＜柏崎市刈羽郡＞

東山　英機
（自由民主党）⑦

石井　　修
（自由民主党）⑦

＜新発田市北蒲原郡＞

岩村　良一
（自由民主党）③

佐藤　浩雄
（無所属）③

木村　一男
（自由民主党）④

＜小千谷市＞

金谷　国彦
（自由民主党）③

＜加茂市南蒲原郡＞

村松　二郎
（自由民主党）⑤

＜十日町市中魚沼郡＞

尾身　孝昭
（自由民主党）④

早川　吉秀
（自由民主党）④

＜見附市＞

片野　　猛
（自由民主党）②

＜村上市＞

長津光三郎
（自由民主党）⑥

＜燕市西蒲原郡＞

桜井　甚一
（自由民主党）②

小川　和雄
（自由民主党）④

＜糸魚川市＞

横尾　幸秀
（無所属）①

＜妙高市＞

沢野　　修
（自由民主党）③

＜五泉市東蒲原郡＞

宮崎　増次
（無所属）③

インターネットで６月定例会の審議状況をご覧になりませんか
６月定例会の様子をインターネットで録画中継します。詳しくは、県議会のホームページをご覧ください。  http://www.pref.niigata.jp/gikai/kengikai/index.htm

帆苅　謙治
（自由民主党）⑤

＜阿賀野市＞

中野　　洸
（自由民主党）④

＜佐渡市＞

中川カヨ子
（無所属）②

皆川　雄二
（無所属）①

＜魚沼市北魚沼郡＞

斎藤　隆景
（自由民主党）③

＜南魚沼市南魚沼郡＞

若月　　仁
(社会民主県民連合）①

冨樫　一成
（自由民主党）①

＜胎内市＞

  

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

      

長
津　

光
三
郎

な
が  

つ       　

こ
う
ざ
ぶ
ろ
う

  
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

        

帆
苅　

謙
治

　
　

  

ほ  

か
り       

け
ん   

じ

にいがた県議会だより にいがた県議会だより 
○ 

長
津
議
長
、帆
苅
副
議
長
を
選
出

○ 

新
た
な
特
別
委
員
会
を
設
置

○ 

各
委
員
会
の
新
し
い
構
成
を
決
定

平
成
19
年
５
月
臨
時
会   

（
５
／
17
）



にいがた県議会だより 

委員会の構成　各委員会の構成は以下のとおりです。（◎委員長、○副委員長）　５月１７日現在

議会運営委員会　(定数９名）　議会が円滑に運営されるよう、議会の会期、議事に関することなどを協議・調査等します。

常任委員会　本会議で付託された議案や請願・陳情などを審査します。また、所管する県の諸課題について調査します。

特別委員会　特定の事項について審査・調査するため、議会の議決により次の特別委員会を設置しています。

　

議
会
広
報
委
員
会

　

議
会
活
動
の
情
報
を
広
く
県

民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
た

め
、10
名
の
委
員
に
よ
り
本
紙

の
企
画
、編
集
お
よ
び
発
行
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
委
員
名
簿
】

◎
村
松　

二
郎（
自
）○
柄
沢　

正
三（
自
）

　

小
林　

一
大 

（
自
）　

市
村　

孝
一 

（
自
）

　

佐
藤　
　

純（
自
）　

桜
井　

甚
一 

（
自
）

　

市
川　

政
広（
民
）　

小
山　

芳
元（
社
）

　

竹
島　

良
子（
共
）　

志
田　

邦
男（
公
）

　

も
っ
と
詳
し
く

　

お
知
り
に
な
り
た
い
方
へ

　

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

議
員
の
質
問
項
目
や
各
会
派
等

の
議
案
の
賛
否
、会
議
録
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。な
お
、５

月
臨
時
会
の
会
議
録
は
７
月
上

旬
頃
か
ら
、順
次
掲
載
し
ま
す
。

（
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
設

置
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も

閲
覧
等
が
で
き
ま
す
。）

　

ま
た
県
立
図
書
館
お
よ
び
県

地
域
振
興
局（
県
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
）で
、本
会
議
の
詳
細

を
記
録
し
た「
新
潟
県
議
会
会

議
録
」を
７
月
中
旬
頃
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

   

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

本
会
議
、連
合
委
員
会
お
よ

び
常
任
委
員
会
等
の
審
議
は
傍

聴
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、県
議

会
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

６
月
定
例
会
の
日
程
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

本
会
議
に
つ
い
て
は
、議
事
係

℡
０
２
５―

２
８
０―

５
５
２
５
ま
で

そ
の
他
は
、委
員
会
係

℡
０
２
５―

２
８
０―

５
５
２
６
ま
で

県
議
会
一
口
メ
モ

▼ 

本
会
議

　

知
事
の
議
案
の
概
要
説
明
、

県
政
に
対
す
る
質
問
、各
委
員

会
の
委
員
長
報
告
な
ど
が
行

わ
れ
、す
べ
て
の
議
案
に
対
す

る
議
会
の
最
終
的
な
意
思
を

決
定
し
ま
す
。

▼ 

連
合
委
員
会

　

４
つ
の
常
任
委
員
会
が
一
堂

に
会
し
、提
出
議
案
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
た
り
、県
政
上
の

問
題
に
つ
い
て
、一
問
一
答
形
式

で
質
疑
し
た
り
し
ま
す
。

   

県
議
会
だ
よ
り
未
着
の
方
へ

　

県
議
会
だ
よ
り
は
、新
聞（
主

要
日
刊
紙
）に
折
り
込
ん
で
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

に
は
送
付
し
ま
す
の
で
、
下
記

の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

月

６
月

７
月

 　　日（曜日）

20日（水）

22日（金）

25日（月）、26日（火）

27日（水）

28日（木）、29日（金）

２日（月）、 ４日（水）

６日（金）

　　

本会議

（開会、知事の提案理由説明）

連合委員会

本会議（代表質問）

本会議（一般質問）

連合委員会

常任委員会

本会議（採決、閉会）

◎　中　原　八　一　（自由民主党）
○　木　村　一　男　（自由民主党）
　　佐　藤　　　純　（自由民主党）

沢　野　　　修　（自由民主党）
柄　沢　正　三　（自由民主党）
小　野　峯　生　（自由民主党）

三　林　碩　郎　（自由民主党）
佐　藤　信　幸　（民主にいがた）　　
市　川　政　広　（民主にいがた）

◎ 沢 野　　 修　（自由民主党） 　　長 津 光三郎　（自由民主党）
○ 西 川　洋 吉　（自由民主党） 　　石 井　　 修　（自由民主党）
　 小 林　一 大　（自由民主党） 　　進　  直一郎　（民主にいがた）
　 楡 井　辰 雄　（自由民主党） 　　内 山　五 郎　（民主にいがた）
　 木 村　一 男　（自由民主党） 　　若 月　　 仁　（社会民主県民連合）
　 中 原　八 一　（自由民主党） 　　志 田　邦 男　（公明党）
　 村 松　二 郎　（自由民主党） 　　佐 藤　浩 雄　（無所属）

（自）自由民主党、（民）民主にいがた、（社）社会民主県民連合、（共）日本共産党、（公）公明党

総務文教

定数14名

◎ 佐 藤　莞 爾　（自由民主党） 　　東 山　英 機　（自由民主党）
○ 桜 井　甚 一　（自由民主党） 　　梅 谷　　 守　（民主にいがた）
　 佐 藤　卓 之　（自由民主党） 　　佐 藤　信 幸　（民主にいがた）
　 市 村　孝 一　（自由民主党） 　　竹 島　良 子　（日本共産党）
　 片 野　　 猛　（自由民主党） 　　松 川 キヌヨ   （無所属）
　 尾 身　孝 昭　（自由民主党） 　　中 川 カヨ子   （無所属）
　 渡 辺　惇 夫　（自由民主党）   

厚生環境

定数13名

◎ 岩 村　良 一　（自由民主党） 　　三 富　佳 一　（自由民主党）
○ 佐 藤　　 純　（自由民主党） 　　石 塚　　 健　（民主にいがた）
　 小 島　　 隆　（自由民主党） 　　竹 山　昭 二　（民主にいがた）
　 金 谷　国 彦　（自由民主党） 　　宮 崎　増 次　（無所属）
　 中 野　　 洸　（自由民主党） 　　横 尾　幸 秀　（無所属）
　 小 野　　 忍　（自由民主党） 　　皆 川　雄 二　（無所属）
　 帆 苅　謙 治　（自由民主党）   

産業経済

定数13名

◎ 斎 藤　隆 景　（自由民主党） 　　三 林　碩 郎　（自由民主党）
○ 小 林　林 一　（自由民主党） 　　星 野 伊佐夫　（自由民主党）
　 冨 樫　一 成　（自由民主党） 　　大 渕　　 健　（民主にいがた）
　 早 川　吉 秀　（自由民主党） 　　市 川　政 広　（民主にいがた）
　 柄 沢　正 三　（自由民主党） 　　小 山　芳 元　（社会民主県民連合）
　 小 川　和 雄　（自由民主党） 　　青 木 太一郎　（無所属）
　 小 野　峯 生　（自由民主党）   

建設公安

定数13名

◎ 佐 藤　信 幸　（民主にいがた）   　 小 野　峯 生　（自由民主党）
○ 金 谷　国 彦　（自由民主党） 　　渡 辺　惇 夫　（自由民主党）
　 小 林　一 大　（自由民主党） 　　大 渕 　　健　（民主にいがた）
　 佐 藤　卓 之　（自由民主党） 　　青 木 太一郎　（無所属）
　 岩 村　良 一　（自由民主党）　　 松 川 キヌヨ　（無所属）
　 斎 藤　隆 景　（自由民主党）　　 宮 崎　増 次　（無所属）
　 柄 沢　正 三　（自由民主党）   

少子高齢・
青少年対策

定数13名

◎ 小 野　　 忍　（自由民主党）  中 原　八 一　（自由民主党）
○ 竹 山　昭 二　（民主にいがた） 　   三 林　碩 郎　（自由民主党）
　 冨 樫　一 成　（自由民主党） 　　石 井　　 修　（自由民主党）
　 市 村　孝 一　（自由民主党） 　　進　  直一郎　（民主にいがた）
　 桜 井　甚 一　（自由民主党） 　　若 月　　 仁　（社会民主県民連合）
　 木 村　一 男　（自由民主党） 　　志 田　邦 男　（公明党）
     

スポーツ振興・
健康づくり対策

定数12名

◎ 早 川　吉 秀　（自由民主党） 　　東 山　英 機　（自由民主党）
○ 内 山　五 郎　（民主にいがた） 　  星 野 伊佐夫　（自由民主党）
　 小 島 　　隆　（自由民主党） 　　梅 谷　　 守　（民主にいがた）
　 佐 藤 　　純　（自由民主党） 　　小 山　芳 元　（社会民主県民連合）
　 小 林　林 一　（自由民主党） 　　竹 島　良 子　（日本共産党）
　 小 川　和 雄　（自由民主党） 　　佐 藤　浩 雄　（無所属）
　 村 松　二 郎　（自由民主党）   

2014年
問題対策

定数13名

◎ 尾 身　孝 昭　（自由民主党） 　　三 富　佳 一　（自由民主党）
○ 片 野 　　猛　（自由民主党） 　　石 塚 　　健　（民主にいがた）
　 楡 井　辰 雄　（自由民主党） 　　市 川　政 広　（民主にいがた）
　 西 川　洋 吉　（自由民主党） 　　中 川 カヨ子　（無所属）
　 佐 藤　莞 爾　（自由民主党） 　　横 尾　幸 秀　（無所属）
　 沢 野 　　修　（自由民主党） 　　皆 川　雄 二　（無所属）
　 中 野 　　洸　（自由民主党）   

地域力向上・
広域行政対策

定数13名

問 い 合 わ せ 先 
〒950-8570（郵便番号だけで郵便は届きます）
新潟市中央区新光町４番地１  新潟県議会事務局議事調査課広報係
TEL 025-280-5527　FAX 025-285-0773
・ 視覚障害者の方へ「にいがた県議会だより」の音声テープ版を貸出ししています。
   ご希望の方はお問い合わせください。
・ この広報紙についてご意見、ご感想がありましたらお寄せください。

次回発行予定　平成１９年８月上旬

県議会のホームページアドレス
http://www.pref.niigata.jp/gikai/kengikai/index.htm

少子高齢社会における保健・医療・福祉の充実をはじめとした諸課題及び青
少年の健全育成に向けた青少年犯罪やいじめなどの対策並びに男女共同参
画推進を踏まえた子育て等の支援について調査します。   

新産業の創造、商工業の振興、企業立地の促進、観光の振興、雇用の促進、農
林水産業の振興、農業農村整備などについて審査、調査します。  

財政、行政経営システム改革、県の基本指針の策定、国際化・情報化の推進、ス
ポーツの振興、教育の充実などについて審査、調査します。

道路・河川などの整備、電気・工業用水等の公営企業の運営、空港・港湾の利
用促進、治安の確保などについて審査、調査します。   

福祉の充実、医療体制の充実、男女共同参画社会の形成、環境保全、防災対
策、県立病院の運営などについて審査、調査します。

北陸新幹線の金沢延伸に伴う上越新幹線を中心とした県内への直接・間接的影
響を最小限とするための新潟空港アクセス改善や羽越本線高速化など交通体系
の整備促進及び物流拠点化・交流人口増加に向けた対策について調査します。 

トキめき新潟国体や全国障害者スポーツ大会など大規模なスポーツ大会の
治安を含めた円滑な運営と併せ、ボランティアの育成や大会の開催をビジネ
スの好機ととらえた健康ビジネスなどの新産業の創設並びに大会終了後にお
ける施設の有効活用を踏まえた身近な健康づくりについて調査します。 

平成の大合併を終え、道州制の進ちょくを見据えながらの県としての対応や今
後の地域間格差の生じない発展とともに、地域の文化や資源などの特長を生
かした豊かな生活環境の維持・向上に向けた地域づくりについて調査します。 

内　　　　　容
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